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既
報
（
本
紙
19
、
20
号
）

の
よ
う
に
、
新
座
市

で
は
昨
年
内
閣
の
認
定
を
受

け
、
地
域
再
生
構
想
「
雑
木

林
と
せ
せ
ら
ぎ
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
」
の
計
画
が
進
行
し

て
い
る
。

　

市
役
所
内
に
「
観
光
都
市

づ
く
り
推
進
室
」
を
設
置
、

三
つ
の
部
会
で
そ
れ
ぞ
れ
プ

ラ
ン
の
作
成
が
進
行
し
て
い

る
が
、そ
の
要
旨
は
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
詳
細
に
掲
載
さ

れ
て
広
報
に
つ
と
め
、
熱
も

こ
も
っ
て
き
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
部
会
の
動
き

を
追
っ
て
み
よ
う
。

●
自
然
景
観
活
用
部
会

　

ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
、
幹
と

な
る
「
背
骨
」
を
つ
く
る
と

同
時
に
、枝
と
な
る
「
骨
格
」

を
整
備
す
る
こ
と
を
挙
げ
、

野
火
止
用
水
を
幹
、
ま
た
妙

音
沢
な
ど
の
景
観
整
備
を
枝

と
し
て
、
目
標
を
達
成
す
る

た
め
の
計
画
を
た
て
て
い
る
。

●
産
業
活
性
化
部
会

　

新
座
の
産
業
を
複
合
さ

せ
、
付
加
価
値
を
高
め
る
た

　

反
対
運
動
に
立
ち
は
だ
か
っ
て

市
道
１
号
線
沿
い
に
建
設
さ
れ

た
、
朝
霞
市
溝
沼
の
セ
ル
フ
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン
ド
と
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
。
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半
僧
坊
大
祭
で
春
が
来
る

 

恒
例
の
平
林
寺
半
僧
坊

大
祭
が
４
月
17
日
に

挙
行
さ
れ
た
。

　

稚
児
行
列
、
楽
師
の
先
導

で
、
お
練
り
は
本
殿
を
出
発
、

「
半
僧
坊
」
に
向
か
う
。

　

半は
ん
ぞ
う
ぼ
う
た
い
さ
い

僧
坊
大
祭
は
、境
内「
半

僧
坊
」
に
祭
ら
れ
た
本
尊
、

半
僧
坊
大
権
現
（
後
醍
醐
天

皇
の
第
十
一
皇
子
）
に
諸
願

成
就
を
祈
念
す
る
お
祭
り
。

下
写
真

　

平
林
寺
の
境
内
に
沿
っ
た

道
路
を
埋
め
た
人
出

　

半
僧
坊
大
祭
当
日
は
好
天

に
恵
ま
れ
、
九
万
人
以
上
の

人
出
。

　

境
内
の
外
ま
で
ス
ピ
ー

カ
ー
で
朗
誦
さ
れ
る
読
経
が

聞
こ
え
、
道
路
沿
い
の
露
店

か
ら
放
散
さ
れ
る
食
べ
物
の

甘
い
匂
い
は
境
内
に
ま
で
た

ち
こ
め
た
。

朝
霞
市
の
玄
関
口
と

な
っ
て
い
る
南
口
駅

前
は
、
間
断
の
な
い
工
事
が

行
わ
れ
、
整
備
が
進
ん
で
い

る
が
、土
地
区
画
整
理
に
よ
っ

て
生
ま
れ
た
部
分
の
利

用
に
つ
い
て
は
、
国
の

補
助
金
に
よ
っ
て
、
ま

ず
地
下
駐
輪
場
の
建
設

が
は
じ
ま
っ
た
。

　

こ
の
工
事
は
順
調

に
進
み
、
収
容
台
数

４
３
０
１
台
の
駐
輪
場

が
完
成
す
る
予
定
。

　

駐
輪
場
の
建
設
に
引

き
続
い
て
地
上
部
分
の
利
用

計
画
に
移
り
、
今
年
は
じ
め

都
市
計
画
課
か
ら
そ
の
基
本

構
想
が
提
示
さ
れ
た
。

　

そ
の
構
想
は
、
市
役
所

の
ほ
か
、
支
所
・
出
張
所
・

公
民
館
な
ど
で
閲
覧
に
供
さ

れ
、
ま
た
１
月
下
旬
に
は
２

回
に
わ
た
っ
て
説
明
会
が
開

催
さ
れ
た
。

　

基
本
構
想
は
、
自
動
車
、

自
転
車
、
歩
行
者
の
そ
れ

ぞ
れ
の
通
行
に
配
慮
し
な
が

ら
、
地
下
駐
輪
場
の
入
口
、

換
気
塔
、駐
車
場
を
配
置
し
、

屋
根
の
設
計
、
植
栽
を
含
め

て
快
適
で
便
利
な
空
間
の
創

造
を
目
指
し
て
い
る
。

　

照
明
に
つ
い
て
は
明
る
く

暖
か
く
と
い
う
目
標
を
掲

げ
、
新
し
い
感
覚
の
景
観
の

形
成
が
そ
の
特
徴
に
な
っ
て

い
る
。

　

市
民
か
ら
の
要
望
、
感
想

を
含
め
た
意
見
書
の
提
出
が

求
め
ら
れ
た
が
、
寄
せ
ら
れ

た
１
８
０
項
目
を
超
え
る
意

見
、
要
望
は
ま
と
め
ら
れ
て
、

３
月
の
広
報
に
そ
の
概
要
が

報
告
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
意

見
を
慎
重
に
検
討
し
、
今
後

は
「
報
告
会
」
を
開
い
て
、

平
成
18
年
度
末
の
完
成
を
目

指
す
と
い
う
。

問
い
合
わ
せ

朝
霞
市
都
市
計
画
課

☎
（
４
６
３
）
２
５
１
８

シリーズ「平林寺の四季」 

右
写
真

　

市
役
所
の
そ
ば
の
交
差
点
風
景
、

金
鳳
山
平
林
寺
の
入
口
を
示
す
標
識

も
廃
ガ
ス
に
包
ま
れ
る

左
写
真　

　
雑
木
林
と
接
し
た
国
道
沿
い
の
廃

棄
物
処
理
場

写
真

　
駅
前
広
場
は
い
ま

　
地
下
駐
輪
場
の
工
事
が
真
っ
盛
り

朝
霞
駅
南
口
駅
前
広
場

公
表
さ
れ
た
基
本
構
想

地
下
駐
輪
場
の
建
設
に
引
き
続
き
、

広
場
の
整
備
が
ス
タ
ー
ト 

部
会
に
分
か
れ
て
ビ

ジ
ョ
ン
の
作
成
に
励
む

新
座
市
観
光
都
市
づ
く

り
推
進
市
民
会
議

住
民
に
青
天
の
霹
靂

　

朝
霞
市
本
町
二
丁
目
の

「
イ
イ
ダ
跡
地
」
に
計
画
さ

れ
て
い
た
50
㍍
余
、
17
階
の

高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
計
画

が
突
然
ベ
ー
ル
を
脱
い
だ
。

こ
こ
は
駅
前
通
り
の
南
側
の

細
い
道
路
に
面
し
て
い
て
、

周
辺
に
は
低
層
の
個
人
住
宅

が
多
い
。
い
ま
ま
で
は
陽
当

た
り
の
良
い
住
環
境
に
置
か

れ
て
い
た
。
そ
こ
で
こ
の
計

画
の
発
表
は
、
近
隣
の
居
住

者
を
驚
か
せ
た
。

　

住
民
は
「
本
町
生
活
環
境

を
守
る
会
」
を
結
成
し
、
建

設
反
対
の
運
動
を
開
始
し

た
。
２
０
０
０
人
以
上
の
署

名
簿
を
朝
霞
市
長
に
提
出
、

住
環
境
に
配
慮
す
る
よ
う
、

建
設
業
者
を
指
導
す
る
よ
う

求
め
て
い
る
。

　

商
業
地
域
に
高
層
の
集
合

住
宅
を
建
設
す
る
建
築
業

者
の
動
き
は
、
ピ
ッ
チ
を
上

げ
つ
つ
あ
り
、
止
ま
る
こ
と

が
無
い
。
空
を
制
す
る
建
築

ラ
ッ
シ
ュ
は
、
す
で
に
首
都
に

限
ら
ず
、
さ
い
た
ま
市
ほ
か

多
く
の
都
市
で
進
ん
で
お
り
、

隣
地
の
日
照
、
風
向
な
ど
、

環
境
や
周
囲
の
景
観
の
変
化

は
も
は
や
忘
れ
ら
れ
た
よ
う

だ
。

　

市
民
は
、
行
政
が
環
境
・

景
観
を
考
慮
し
つ
つ
、
線
引

き
を
見
直
し
、
業
者
の
指
導

を
行
う
こ
と
を
待
ち
望
ん
で

い
る
。

写
真
上

　

解
体
工
事
が
始
ま
っ
て
い
る

現
場

　

最
近
問
題
と
な
っ
て
い
る
石

綿
の
処
理
が
心
配

写
真
左

　
陽
光
が
遮
ら
れ
る
路
地

め
の
「
場
」
の
整
備
を
挙
げ
、

既
存
の
直
売
所
の
展
開
、
お

土
産
品
、
名
物
な
ど
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
商
品
の
開
発
、
ブ
ラ

ン
ド
化
を
掲
げ
て
い
る
。

●
交
流
部
会

　

ま
ず
市
民
が
新
座
を
見
つ

め
、
み
ず
か
ら
の
魅
力
を
認

識
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
る

と
い
う
。
市
民
へ
の
啓
発
を

挙
げ
、
メ
デ
ィ
ア
で
の
情
報

発
信
に
つ
と
め
る
こ
と
を
重

要
な
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
。

　

新
座
を
美
し
く
撮
る
チ
ャ

ン
ス
は
ど
こ
に
も
あ
る
が
、
一

方
で
は
観
光
都
市
と
し
て
考

え
さ
せ
ら
れ
る
課
題
が
残
さ

れ
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
市
内
を
通
過
す

る
た
め
の
高
速
縦
貫
道
路
、

そ
れ
ら
に
沿
っ
て
建
設
さ
れ

た
大
型
の
商
業
施
設
、
雑
木

林
と
接
し
て
作
業
が
行
わ
れ

て
い
る
産
廃
処
理
な
ど
。

許
可
の
撤
回
な
ら
ず

本
紙
17
・
19
号
に
既
報

市
内
の
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
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は
志
木
市
域
内
に
大
塚
村

と
い
う
名
の
独
立
し
た
村
の

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

⑵　

十
玉
坊
が
芝
山
に
再

興
さ
れ
た
時
の
天
正
七
年

（
一
五
七
九
）
の
文
書
に
、

十
玉
坊
を
入
東
郡
と
新
倉
郡

の
年ね
ん
ぎ
ょ
う
じ
し
き

行
事
職
に
任
命
す
る
と

い
う
文
言
も
入
っ
て
い
る（
中

世
に
は
入
間
郡
を
入
東
と
入

西
の
二
つ
に
分
け
、
入
間
川

以
南
の
地
域
を
入
東
郡
と
称

し
て
い
た
よ
う
だ
）。
こ
れ
は

十
玉
坊
が
芝
山
に
も
新
倉
郡

に
も
入
東
郡
に
も
比
較
的
近

い
場
所
に
あ
っ
た
こ
と
を
暗

示
し
て
い
る
。

　
つ
ま
り
は
志
木
市
の
大
塚

が
地
理
的
に
最
適
と
い
う
こ

と
に
な
っ
て
く
る
の
だ
。

⑶　
昭
和
四
十
年
代
前
半
の

志
木
第
二
小
学
校
の
新
築
工

事
の
際
に
、
御
坊
下
と
い
う

地
名
だ
っ
た
建
設
現
場
の
土

中
か
ら
、
昔
、
修
験
が
修
行

す
る
時
に
、
そ
の
入
り
口
に

立
て
た
と
い
う
碑ひ

で伝
が
何
本

も
発
見
さ
れ
て
い
る
。
御
坊

と
い
う
地
名
も
十
玉
坊
に
対

す
る
敬
称
と
思
わ
れ
る
し
、

こ
こ
で
使
わ
れ
た
碑
伝
が
下

流
の
地
点
で
あ
る
御
坊
下
に

志
木
駅
南
口
を
右
手
に

進
み
、
志
木
大
通
り

（
通
称
防
衛
道
路
）
を
越
え
、

現
在
、
区
画
整
理
事
業
を
実

施
し
て
い
る
西
原
地
区
を
暫

く
行
く
と
、
東
上
線
踏
切
り

か
ら
久
保
方
面
に
通
じ
る
道

路
と
ぶ
つ
か
る
。
更
に
こ
れ

を
越
え
、
志
木
二
中
・
志
木

二
小
方
面
に
向
か
う
坂
道
の

中
腹
を
左
に
入
っ
た
辺
り
が

昔
か
ら
ジ
ゴ
ク
谷
と
呼
ば
れ

て
い
た
場
所
だ
。

　

さ
て
、
こ
こ
は
今
は
な
ん

の
変
哲
も
な
い
空
き
地
程
度

に
し
か
思
え
な
い
が
、
実
は

五
百
数
十
年
前
当
時
は
、
全

国
の
修
験
（
山
伏
の
こ
と
）

を
当
山
派
（
真
言
宗
系
）
と

ほ
ぼ
二
分
し
て
い
た
本
山
派

（
天
台
宗
系
）
修
験
の
有
力

拠
点
と
し
て
の
大
塚
村
の
十

玉
坊
が
存
在
し
た
場
所
だ
っ

た
。
つ
ま
り
は
そ
の
十
玉
の

谷
が
訛
っ
て
ジ
ゴ
ク
ダ
ニ
に

な
っ
た
と
い
う
訳
だ
。

　

比
較
的
最
近
ま
で
、
十
玉

坊
は
川
越
市
西
部
の
南
大
塚

に
比
定
す
る
説
が
有
力
だ
っ

た
が
、
今
か
ら
二
十
五
年
前

に
、
筆
者
が
幾
つ
か
の
地
方

史
研
究
誌
に
南
大
塚
と
す
る

に
は
あ
ま
り
に
も
根
拠
が
薄

弱
で
あ
る
の
に
、
志
木
市
の

大
塚
に
は
そ
の
存
在
を
裏
付

け
る
有
力
な
資
料
が
幾
つ
も

揃
っ
て
い
る
こ
と
を
立
証
し

て
以
来
、
志
木
市
所
在
説
が

に
わ
か
に
脚
光
を
浴
び
る
よ

う
に
な
っ
て
有
力
視
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
幾
つ

か
の
根
拠
を
こ
れ
か
ら
説
明

し
よ
う
。

　
そ
の
前
に
、
文
明
十
八
、九

年
（
一
四
八
六
〜
七
）
に
、

当
時
聖
護
院
の
門
跡
と
し
て

本
山
派
修
験
の
全
国
の
総
師

の
地
位
に
あ
っ
た
道
興
准
后

が
東
国
を
巡
遊
す
る
に
当
た

り
、
特
に
武
蔵
野
各
地
を
訪

問
の
際
の
拠
点
と
し
た
の
が

こ
の
十
玉
坊
で
あ
っ
た
こ
と

に
先
ず
注
目
し
て
頂
き
た
い
。

道
興
は
十
玉
坊
に
何
回

か
逗
留
し
た
が
、
そ

の
際
は
必
ず
大
石
信
濃
守

の
館
に
足
を
伸
ば
し
、
信

濃
守
と
の
間
に
和
歌
や
漢

詩
の
交
換
を
行
っ
て
親
交
を

深
め
て
い
る
。
当
時
、
道
興

は
五
十
七
歳
。
今
で
い
え
ば

ま
だ
壮
年
の
部
類
に
入
ろ
う

が
、
当
時
と
し
て
は
か
な
り

の
老
境
だ
。
そ
の
老
人
が
雪

の
降
っ
た
直
後
に
道
の
悪
い

な
か
を
信
濃
守
の
館
ま
で
赴

け
た
と
い
う
こ
と
は
、
十
玉

坊
が
そ
の
館
ま
で
近
距
離
に

あ
っ
た
と
思
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
南
大
塚
で
は
遠
す
ぎ
る

ジ
ゴ
ク
谷

神
山　
健
吉

志
木
市
文
化
財
審
議
会
会
長

その⑳

ジ
ゴ
ク
谷
の
い
ま

の
だ
。と

こ
ろ
で
、
十
玉
坊
は

道
興
が
滞
在
し
た
文

明
十
八
、九
年
に
は
確
か
に

大
塚
に
所
在
し
た
が
、
そ
の

後
、
天
文
三
年
（
一
五
三
四
）

に
は
す
で
に
水
子
（
現
富
士

見
市
）
に
移
っ
て
い
る
こ
と

が
史
料
に
よ
っ
て
は
っ
き
り

し
て
い
る
し
、
そ
れ
か
ら
一

時
断
絶
し
た
後
、
天
正
七
年

（
一
五
七
九
）
に
芝
山(

現

清
瀬
市)

に
再
興
さ
れ
、
更

に
お
そ
ら
く
は
文
禄
・
慶
長

年
間
（
一
五
九
二
〜
一
六
一
五
）

頃
に
下
南
畑
（
現
富
士
見

市
）
の
難
波
田
城
跡
（
柳

瀬
川
か
ら
二
キ
ロ
弱
、
現
富

士
見
市
立
難
波
田
城
資
料

館
）
に
再
び
移
転
し
て
い
る

と
い
っ
た
よ
う
に
、
常
に
柳

瀬
川
の
縁
辺
を
転
々
と
移
動

し
て
お
り
、
十
玉
坊
と
柳
瀬

川
と
は
不
即
不
離
の
関
係
に

あ
る
。
つ
ま
り
、
道
興
の
滞

在
し
た
大
塚
の
十
玉
坊
は
柳

瀬
川
の
沿
岸
に
あ
っ
た
と
見

る
方
が
自
然
で
あ
り
、
川
越

の
南
大
塚
と
す
る
に
は
無
理

が
あ
る
。

　

道
興
は
十
玉
坊
と
並
ぶ
武

蔵
国
の
本
山
派
修
験
の
も
う

一
つ
の
拠
点
、
笹
井
（
現
狭

山
市
）
の
観
音
堂
に
も
訪
れ

た
後
、
大
塚
の
十
玉
坊
に
向

か
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の

時
の
こ
と
を
「
江
山
幾
度
か

う
つ
り
変
り
は
べ
り
け
ん
」

と
か
「
山
峻
嶮
に
攀
じ
て
海

波
瀾
、
到
る
処
そ
の
行
路
難

し
」
と
描
写
し
て
い
る
の
は
、

い
く
ら
オ
ー
バ
ー
な
表
現
だ

と
し
て
も
、
狭
山
市
笹
井
か

ら
川
越
市
南
大
塚
ま
で
の
比

較
的
平
坦
に
し
て
九
キ
ロ
程

度
し
か
な
い
距
離
の
道
の
り

を
描
写
す
る
に
し
て
は
著
し

く
不
自
然
で
、
行
き
先
を
志

木
市
大
塚
と
し
て
こ
そ
説
得

力
が
あ
る
と
い
う
も
の
だ
。

更
に
時
代
は
だ
い
ぶ
下

が
る
が
、
幕
末
の
嘉

永
六
年
（
一
八
五
三
）
に
江

戸
の
人
、
渡
辺
渉
園
が
「
秩

父
日
記
」
と
し
て
著
し
た
秩

父
へ
の
旅
行
記
の
中
で
、
渉

園
が
南
畑
（
現
富
士
見
市
）

の
十
玉
院
（
中
世
の
十
玉

坊
の
後
身
）
を
訪
ね
た
際

に
、
舘
村
の
長
勝
院
と
い
う

の
は
「
廻
国
雑
記
」（
道
興

著
）
に
見
え
る
大
石
信
濃
守

の
館
の
跡
だ
そ
う
だ
と
十
玉

院
か
ら
聞
い
て
長
勝
院
を
六

月
十
四
日
に
訪
ね
て
来
る
と

い
う
ク
ダ
リ
が
あ
る
の
だ
が
、

こ
れ
は
十
玉
坊
の
後
身
の
十

玉
院
の
発
言
だ
け
に
実
に
重

み
が
あ
る
と
同
時
に
注
目
に

値
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

　

長
勝
院
は
柏
の
城
が
落
城

す
る
ま
で
、
こ
の
城
の
西
の

郭
だ
っ
た
場
所
と
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
つ
ま
り
十
玉

院
は
長
勝
院
を
大
石
信
濃
守

の
居
城
と
な
っ
て
い
た
柏
の

城
の
一
部
だ
っ
た
と
認
め
た

こ
と
に
な
る
。「
廻
国
雑
記
」

の
中
に
記
さ
れ
て
い
る
大
石

信
濃
守
の
館
が
柏
の
城
だ
と

す
る
と
、
冬
の
雪
の
降
っ
た

直
後
ほ
か
数
回
に
わ
た
っ
て

道
興
が
柏
の
城
に
向
か
っ
た

際
の
出
発
点
の
十
玉
坊
は
、

柏
の
城
と
は
指
呼
の
距
離
に

あ
る
志
木
市
の
大
塚
以
外
に

は
考
え
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
だ
。

　

ま
た
、
十
玉
坊
が
志
木
市

幸
町
に
所
在
し
た
こ
と
を
裏

付
け
る
幾
つ
か
の
傍
証
も
あ

る
。

⑴　

十
数
年
前
に
廃
寺
と

な
っ
た
長
勝
院
の
版
鐘
は
、

現
在
、
志
木
市
立
郷
土
資

料
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
の
鐘
に
は
元
禄
五
年

（
一
六
九
二
）
の
製
作
時
期

と
施
主
と
し
て
大
塚
村
の
五

人
の
有
力
農
民
の
名
前
を
刻

ん
で
い
る
。

　
つ
ま
り
、
元
禄
五
年
当
時

中
世
末
に
柳
瀬
川
縁
辺
を

転
々
と
し
た
十
玉
坊

朝
霞
駅
、
志
木
駅
よ
り
遅
い

開
業

　

ひ
ろ
く
知
ら
れ
て
い
る

よ
う
に
、
わ
が
国
の
鉄
道

の
歴
史
は
、
旧
暦
の
明
治
五

（
一
八
七
二
）
年
九
月
十
二

日
、新
橋（
汐
留
）̶

横
浜（
桜

木
町
）
間
に
列
車
が
正
式
に

開
通
し
た
の
に
始
ま
る
。
新

暦
に
換
算
す
る
と
十
月
十
四

日
と
な
り
、
現
在
こ
の
日
は

鉄
道
記
念
日
と
な
っ
て
い
る
。

東
京
駅
開
業

郷
土
史
家　
安
斎　
達
雄

　

埼
玉
県
に
目
を
転
じ
る

と
、
日
本
最
初
の
民
営
鉄
道

で
あ
る
日
本
鉄
道
会
社
が
、

上
野̶

熊
谷
間
の
仮
営
業

を
開
始
し
た
の
は
明
治
十
六

（
一
八
八
三
）
年
七
月
で
あ

る
。
県
内
に
浦
和
、
上
尾
、

鴻
巣
の
駅
が
置
か
れ
た
の
は

こ
の
と
き
で
あ
る
。
こ
の
線

は
、
や
が
て
高
崎
ま
で
伸
び

て
高
崎
線
と
な
る
。

　

大
宮
駅
は
、
高
崎
線
か
ら

東
北
本
線
と
な
る
路
線
が
分

岐
さ
れ
る
と
き
に
新
た
に
置

か
れ
た
駅
で
、
開
業
は
明
治

十
八
（
一
八
八
五
）
年
三
月

の
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
朝
霞
駅
（
開

業
当
時
の
名
は
膝
折
駅
）
や

志
木
駅
を
走
る
東
上
線
が
、

池
袋̶

田
面
沢（
た
も
ざ
わ
。

川
越
市
内
の
入
間
川
河
畔
。

今
は
な
い
）
間
に
開
通
し
た

の
は
い
つ
の
こ
と
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
、
か
な
り
遅
れ
て
大

正
三
（
一
九
一
四
）
年
の
五
月

一
日
で
あ
る
。

　

当
時
の
経
済
・
社
会
的
な

状
況
、
あ
る
い
は
重
要
性
を

考
え
れ
ば
、
東
上
線
の
開
通

に
、
こ
の
程
度
の
お
く
れ
が

あ
っ
て
も
当
然
の
こ
と
だ
。

不
思
議
で
も
な
ん
で
も
な
い
。

　

と
こ
ろ
が
、
わ
が
国
の
首

都
の
玄
関
口
と
も
い
う
べ
き

東
京
駅
が
開
業
し
た
の
は
、

な
ん
と
朝
霞
駅
や
志
木
駅
よ

り
半
年
以
上
も
遅
い
大
正
三

（
一
九
一
四
）
年
十
二
月
二
十

日
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

呉
服
橋
の
仮
駅

　

こ
こ
で
、
東
京
駅
が
つ
く

ら
れ
る
ま
で
の
よ
う
す
を
、

ふ
り
か
え
っ
て
み
た
い
。

　

明
治
二
十
年
こ
ろ
、
東
北

本
線
（
当
時
の
日
本
鉄
道
）

は
上
野
が
起
点
で
あ
り
、
官

営
の
東
海
道
線
は
新
橋
が
起

点
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
あ
い

だ
の
新
橋―

上
野
間
を
結
ぶ

鉄
道
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、

明
治
二
十
三（
一
八
九
〇
）年
、

新
橋̶

上
野
間
を
高
架
鉄
道

で
つ
な
ぎ
、
そ
の
連
絡
駅
と

し
て
中
央
停
車
場
駅
（
東
京

駅
）
を
設
置
す
る
方
針
が
う

ち
だ
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
の
あ
と
、
東
京
駅
の
駅

舎
の
設
計
が
開
始
さ
れ
た
の

は
、明
治
三
十
九（
一
九
〇
六
）

年
の
こ
と
で
あ
る
。
設
計
を

担
当
し
た
の
は
、
建
築
学
会

会
長
や
帝
国
大
学
（
東
京
大

学
）
工
科
大
学
長
を
つ
と
め
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
建
築
に
精
通

し
て
い
る
辰
野
金
吾
（
た
つ
の

き
ん
ご
）
で
あ
っ
た
。

　

当
時
は
、
日
清
・
日
露

戦
争
の
勝
利
で
国
家
意
識
が

高
ま
っ
て
い
た
時
期
で
あ
る
。

日
本
の
中
央
停
車
場
と
し
て

恥
じ
な
い
も
の
を
つ
く
り
た

い
、
と
の
意
欲
の
も
と
に
工

事
が
開
始
さ
れ
の
は
当
然
で

あ
ろ
う
。

な
が
さ
れ
た
も
の
と
見
る
こ

と
が
で
き
よ
う
。

　

以
上
、
総
合
し
て
考
え
る

と
、
十
玉
坊
は
川
越
市
の
南

大
塚
で
は
な
く
、
志
木
市
の

大
塚
と
い
う
結
論
に
達
せ
ざ

る
を
得
な
い
の
だ
。

長
勝
院
の
版
鐘
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駅
舎
は
立
派
な
も
の
に
し

た
い
が
、
鉄
道
は
す
ぐ
に
で

も
必
要
だ
。
そ
ん
な
事
情
も

あ
っ
て
、
工
事
中
の
東
京
駅

の
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
北
の
呉

服
橋
（
ご
ふ
く
ば
し
）
わ
き

に
「
呉
服
橋
仮
駅
」
が
つ
く

ら
れ
、
東
京
駅
開
業
前
の
明

治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
年

か
ら
、
列
車
が
開
通
し
て
い

た
。
こ
の
仮
駅
は
、
東
京
駅

が
正
式
に
開
業
さ
れ
る
と
同

時
に
廃
止
さ
れ
、
今
そ
の
跡

は
何
も
残
さ
れ
て
い
な
い
。

武
家
屋
敷
地
か
ら

　
　
　
陸
軍
施
設
地
へ

　

東
京
駅
が
開
設
さ
れ
る

前
、
こ
の
あ
た
り
は
ど
の
よ

う
な
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。

　

現
在
の
東
京
駅
を
見
て
も

わ
か
る
と
お
り
、
東
京
駅
の

正
面
玄
関
は
丸
の
内
側
（
西

側
）
に
向
い
て
い
る
。
と
い

う
よ
り
東
京
駅
の
出
入
口

は
、
当
初
は
丸
の
内
側
に
し

か
な
か
っ
た
の
だ
。「
丸
の

内
」
と
は
「
江
戸
城
の
敷
地

の
内
部
」
で
あ
る
こ
と
を
示

す
語
で
あ
る
。
東
京
駅
の
裏

玄
関
（
東
側
）
に
あ
た
る
八

重
洲
口
地
下
街
お
よ
び
そ
の

上
を
通
る
「
外
堀
通
り
」
は
、

か
つ
て
の
江
戸
城
の
外
堀
を

埋
め
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
、

そ
こ
ま
で
は
江
戸
城
の
敷
地

内
で
あ
っ
た
。

　
「
外
堀
」
の
外
側
（
東
側
）

の
八
重
洲
口
側
に
は
日
本
橋

も
あ
り
、
東
海
道
も
通
っ
て

い
て
、
江
戸
時
代
か
ら
商
人

の
町
場
と
し
て
賑
わ
い
を
み

せ
て
い
た
。そ
れ
に
た
い
し
て
、

江
戸
城
内
に
あ
た
る
丸
の
内

側
は
、
諸
大
名
の
屋
敷
が
な

ら
ん
で
い
た
場
所
で
あ
る
。

　

当
然
、
明
治
維
新
後
は
丸

の
内
か
ら
大
名
が
い
な
く
な

り
、つ
ぎ
つ
き
に
空
家
と
な
っ

て
屋
敷
は
取
り
壊
さ
れ
た
。

そ
の
あ
と
に
や
っ
て
来
た
の

は
、
練
兵
場
や
兵
舎
な
ど
陸

軍
の
施
設
で
あ
り
、
警
視
庁

な
ど
で
あ
っ
た
。
し
か
し
政

府
で
は
、
こ
の
地
か
ら
公
共

施
設
を
移
転
さ
せ
、
新
し
い

開
発
地
と
す
る
計
画
を
も
っ

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

「
三
菱
ヶ
原
」
か
ら

　
　
　
ビ
ジ
ネ
ス
街
へ

　

中
央
停
車
場
建
設
の
方

針
が
出
さ
れ
た
と
同
じ
明
治

二
十
三
（
一
八
九
〇
）
年
、

政
府
は
三
菱
の
岩
崎
弥
太

郎
に
政
府
の
土
地
で
あ
る
丸

の
内
を
買
い
取
る
よ
う
に
求

め
た
。
岩
崎
弥
太
郎
は
こ

れ
に
応
え
て
土
地
を
購
入
し

た
。
岩
崎
は
、
こ
こ
に
欧
米

式
の
近
代
的
な
オ
フ
ィ
ス
街

を
つ
く
る
構
想
を
も
っ
て
い

た
。
そ
の
た
め
木
造
建
築
な

ど
は
許
可
し
な
か
っ
た
の
で
、

開
発
は
か
な
り
ゆ
っ
た
り
の

ペ
ー
ス
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　
い
っ
ぽ
う
、
明
治
二
十
九

（
一
八
九
六
）
年
、
議
会
で

こ
の
地
に
中
央
停
車
場
を
つ

く
る
こ
と
が
正
式
に
決
定
さ

れ
た
。
や
が
て
軍
部
の
施
設

な
ど
す
べ
て
が
移
転
し
、
建

物
が
取
り
払
わ
れ
空
地
と
さ

れ
た
。

　

そ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
て
、

丸
の
内
は
「
三
菱
ヶ
原
」
と

よ
ば
れ
、
明
治
三
十
年
こ
ろ

ま
で
は
、
一
面
に
草
ぼ
う
ぼ

う
の
原
野
だ
っ
た
と
い
う
。

　

明
治
三
十
七
（
一
九
〇
四
）

年
か
ら
三
菱
で
は
、
ロ
ン
ド

ン
の
ロ
ン
バ
ー
ド
街
に
な
ら
っ

て
、
赤
レ
ン
ガ
づ
く
り
の
オ

フ
ィ
ス
街
の
建
設
を
開
始
し

た
。
こ
う
し
た
ロ
ン
ド
ン
風

の
景
観
は
一
丁
（
約
一
〇
〇

メ
ー
ト
ル
）
ほ
ど
続
い
て
い
た

の
で
、「
一
丁
ロ
ン
ド
ン
」
と

よ
ば
れ
た
。

　

し
か
し
、
関
東
大
震
災

前
後
か
ら
、
丸
ビ
ル
を
は
じ

め
ア
メ
リ
カ
式
の
白
い
外
壁

の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
オ

フ
ィ
ス
が
な
ら
ぶ
よ
う
に
な

り
、
や
が
て
ア
メ
リ
カ
風
が

主
流
と
な
っ
た
。

ル
ネ
サ
ン
ス
様
式
の
東
京
駅

　

大
正
三
（
一
九
一
四
）
年

十
二
月
二
十
日
、
東
京
駅
は

開
業
し
た
。
駅
舎
は
ル
ネ
サ

ン
ス
様
式
の
三
階
建
て
の
威

風
堂
々
た
る
建
築
で
あ
る
。

白
い
レ
ン
ガ
と
赤
い
レ
ン
ガ
を

組
み
合
わ
せ
た
様
式
は
、
設

計
者
・
辰
野
金
吾
の
得
意

と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま

た
こ
の
駅
舎
は
、
オ
ラ
ン
ダ

の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
駅
を
モ

デ
ル
に
し
た
も
の
と
も
い
わ

れ
て
い
る
が
、
中
央
と
両
サ

イ
ド
に
ド
ー
ム
を
配
し
た
構

成
、
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を
こ

え
る
長
い
建
物
な
ど
、
独
特

の
創
造
性
を
発
揮
し
た
も
の

で
あ
っ
た
。

　

工
事
用
に
使
わ
れ
た
レ
ン

ガ
は
、
組
み
立
て
用
が
約

八
三
三
万
個
、
化
粧
用
が

九
四
万
四
〇
〇
〇
個
。
こ

の
う
ち
組
み
立
て
用
の

八
三
三
万
個
は
、
渋
沢
栄
一

が
経
営
す
る
埼
玉
県
深
谷
市

の
日
本
煉
瓦
で
つ
く
ら
れ
た

も
の
で
あ
っ
た
。

　

三
つ
の
ド
ー
ム
の
う
ち
、

中
央
の
ド
ー
ム
正
面
の
出
入

り
口
は
天
皇
家
専
用
の
も
の

で
、正
面
か
ら
皇
居
に
む
か
っ

て
、
ま
っ
す
ぐ
に
行
幸
道
路

が
つ
く
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、

駅
舎
の
南
側
の
大
半
を
使
っ

て
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル
も

併
設
さ
れ
（
開
業
は
翌
年
）、

江
戸
川
乱
歩
、
内
田
百　

（
ひ
ゃ
っ
け
ん
）、
川
端
康
成

な
ど
の
文
学
者
が
こ
こ
を
愛

好
し
た
と
い
う
。

　

ち
な
み
に
辰
野
金
吾
は

日
本
銀
行
な
ど
の
ほ
か
、
駅

舎
と
し
て
は
万
世
橋
（
ま

ん
せ
い
ば
し
）
駅
も
手
が
け

た
。
万
世
橋
駅
は
東
京
駅

開
業
よ
り
二
年
早
い
明
治

四
十
五
（
一
九
一
二
）
年
四
月

一
日
、
中
央
線
の
出
発
駅
と

し
て
開
業
し
た
駅
で
あ
る
。

当
時
の
写
真
や
絵
を
み
る

と
、
レ
ン
ガ
の
使
い
方
な
ど

東
京
駅
そ
っ
く
り
で
あ
り
、

東
京
駅
を
つ
く
る
た
め
の
習

作
だ
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い

る
。
こ
の
駅
舎
は
大
正
十
二

（
一
九
二
三
）
年
の
関
東
大

震
災
で
消
失
し
、
さ
ら
に
昭

和
十
八（
一
九
四
三
）年
に
は
、

時
代
の
流
れ
の
中
で
駅
と
し

て
の
役
割
を
終
え
て
廃
駅
と

な
っ
た
。
そ
の
跡
地
に
た
つ

の
が
現
在
の
「
交
通
博
物
館
」

（
当
初
は
鉄
道
博
物
館
）
で

あ
る
。

駅
舎
の
復
元
を

　

こ
の
東
京
駅
の
駅
舎
は
、

関
東
大
震
災
で
も
そ
れ
ほ
ど

の
被
害
は
う
け
な
か
っ
た
。

し
か
し
第
二
次
世
界
大
戦

さ
な
か
、
昭
和
二
十
年
五
月

二
十
五
日
の
空
襲
で
は
、
駅

本
舎
の
三
階
部
分
、
お
お
よ

び
四
つ
の
ホ
ー
ム
の
全
部
ま

た
は
大
半
が
焼
失
し
た
。

　

戦
後
の
昭
和
二
十
一

（
一
九
四
六
）
年
十
二
月
、

東
京
駅
本
舎
の
修
理
工
事
が

行
わ
れ
た
。
そ
の
さ
い
、
三

階
部
分
は
撤
去
さ
れ
、
両
側

の
ド
ー
ム
部
分
も
三
角
屋
根

と
さ
れ
た
。
終
戦
直
後
の
ゆ

と
り
の
な
い
時
期
ゆ
え
、
や

む
を
得
な
い
処
置
で
あ
ろ
う

か
。
天
井
裏
部
分
な
ど
は
、

荒
れ
た
ま
ま
の
状
態
だ
と
い

う
。

　
一
九
八
〇
年
代
末
期
か
ら
、

東
京
駅
を
現
在
地
で
形
態
保

全
す
る
こ
と
を
求
め
る
市
民

運
動
が
高
ま
っ
た
。
こ
れ
に

押
さ
れ
た
か
た
ち
で
、
平
成

十
一
（
一
九
九
九
）
年
に
は
石

原
東
京
都
知
事
も
、
駅
舎
を

大
正
三
年
の
開
業
当
時
の
丸

い
ド
ー
ム
の
三
階
建
て
に
復

元
す
る
と
発
表
し
た
。
そ
し

て
、
平
成
十
五
（
二
〇
〇
三
）

年
、
東
京
駅
舎
は
重
要
文
化

財
に
指
定
さ
れ
た
。

　

す
で
に
、
東
京
駅
八
重
洲

口
で
は
大
規
模
な
開
発
が
進

行
中
で
あ
る
。
丸
の
内
が
駅

舎
の
復
元
に
よ
っ
て
「
歴
史

性
」
を
象
徴
す
る
地
区
と
な

る
の
に
対
し
、
八
重
洲
口
は

ガ
ラ
ス
を
多
用
し
た
ツ
イ
ン

タ
ワ
ー
と
大
屋
根
に
よ
っ
て

「
先
進
性
」「
先
端
性
」
を

象
徴
す
る
地
区
と
な
る
と
い

う
。

　

人
が
人
ら
し
く
生
き
る
に

は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
二

つ
の
要
素
が
、
お
互
い
を
活

か
し
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
に

地
域
を
活
性
化
し
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
の
か
。
楽
し
み

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
あ
る
。

今、「交通博物館」では
東京駅開業 90周年特別展が開催中（5月29日まで）。

交通 : 丸の内線「淡路町」、JR山の手線「秋葉原」が便利。
JR中央線、神田～お茶の水間の高架線沿いに見える赤煉瓦
の建物。
入館料 : 大人 310円、子供 150円、月曜日休館（祭日のと
き開館、翌火曜日休）
☎　03-3251-8481

東京メトロ「丸の内線」で
万世橋へ

中央線のガードに標示があり、その手前を左に曲がると博物館に入ります。
高層ビルの建設で激しく変貌しつつある秋葉原電気街が目前に迫っています。 

いまの駅舎正面
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そ
の
治
療
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

ま
た
二
十
世
紀
の
少
し
前

に
、
動
物
と
植
物
の
ウ
ィ
ル

ス
が
分
離
さ
れ
、
人
類
を
苦

し
め
て
き
た
天
然
痘
、
狂
犬

病
、
ポ
リ
オ
、
麻
疹
（
は
し

か
）
な
ど
の
ウ
ィ
ル
ス
に
よ

る
感
染
病
は
、
ワ
ク
チ
ン
の

創
成
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
克
服
さ

れ
た
。

　

と
こ
ろ
が
す
で
に
述
べ
た

よ
う
に
、
新
た
な
ウ
ィ
ル
ス

が
突
然
出
現
す
る
脅
威
は
全

く
衰
え
て
い
な
い
。

　

世
間
で
は
と
も
に
感
染
症

に
関
わ
る
こ
と
か
ら
細
菌
と

ウ
ィ
ル
ス
は
混
同
し
が
ち
だ

が
、
そ
れ
で
は
一
体
細
菌
と

ウ
ィ
ル
ス
と
は
ど
う
違
う
の

だ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
は
大
き
さ
の
点

か
ら
。
多
く
の
細
菌
は

１
０
０
０
分
の
１
ミ
リ
前
後

だ
が
、
そ
れ
に
対
し
て
ウ
ィ

ル
ス
は
細
菌
の
10
分
の
１
か

ら
１
０
０
分
の
１
の
小
さ
さ

で
あ
る
。
細
菌
は
顕
微
鏡

で
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

ウ
ィ
ル
ス
は
普
通
の
光
学
顕

微
鏡
で
は
見
え
ず
、
電
子
顕

微
鏡
を
使
わ
ね
ば
見
え
な

い
。

　

し
か
し
、
そ
れ
以
外
に
も

も
っ
と
基
本
的
な
違
い
を

理
解
し
て
お
く
こ
と
が
大
切

だ
。

　

細
菌
は
原
始
的
な
細
胞

で
、
動
物
や
植
物
の
普
通
の

細
胞
と
同
じ
よ
う
に
二
つ
に

分
裂
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
増

殖
す
る
。
細
胞
は
こ
ど
も
を

つ
く
る
た
め
に
遺
伝
情
報
を

担
う 

Ｄ
Ｎ
Ａ
（
デ
オ
キ
シ

核
酸
） 

を
も
ち
、
そ
の
情
報

に
し
た
が
っ
て
た
ん
ぱ
く
質

を
つ
く
る
代
謝
や
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
供
給
す
る
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
備
え
て
お
り
、
増
殖
す

る
た
め
の
情
報
と
機
能
を

す
べ
て
も
っ
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
温
度
な
ど
の
外
の
条

件
が
適
切
で
あ
れ
ば
、動
物
、

植
物
の
体
外
で
増
殖
す
る
。

　

一
方
ウ
ィ
ル
ス
は
、
子
孫

を
残
す
た
め
の
情
報
と
し

て
核
酸
を
も
っ
て
い
る
が
、

ウ
ィ
ル
ス
の
核
酸
は 

Ｄ
Ｎ

Ａ
か 

Ｒ
Ｎ
Ａ 

（
リ
ボ
核
酸
）

か
い
ず
れ
か
で
あ
る
。
こ
の

核
酸
は
た
ん
ぱ
く
質
の
殻
に

包
ま
れ
て
い
て
い
る
だ
け
の

裸
の
粒
子
だ
が
、
別
に
こ
の

殻
の
外
側
が
エ
ン
ベ
ロ
ー
プ

と
呼
ば
れ
る
膜
に
く
る
ま
れ

て
い
る
も
の
も
あ
る
。

　

ウ
ィ
ル
ス
は
、
こ
の
よ
う

に
核
酸
は
も
っ
て
い
る
が
、

細
菌
と
は
異
な
り
、
代
謝
機

構
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
構
も
も

た
な
い
。
実
は
、
こ
れ
ら
を

す
べ
て
、
ほ
か
の
生
物
の
細

胞
に
寄
生
し
て
、
そ
の
機
構

を
借
り
、
子
孫
の
ウ
ィ
ル
ス

の
増
殖
を
は
か
っ
て
い
る
。

大
事
な
こ
と
は
、
ウ
ィ
ル
ス

が
、
ほ
か
の
生
物
の
細
胞

の
外
で
は
増
殖
で
き
な
い
こ

と
、
外
界
に
お
か
れ
た
ウ
ィ

ル
ス
は
、
数
分
か
ら
数
時
間

に
は
死
滅
し
て
し
ま
う
。
だ

か
ら
「
寄
生
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
の
み
増
殖
す
る
も

の
」
と
な
る
、
も
っ
と
も
シ

ン
プ
ル
な
寄
生
に
よ
る
生
命

体
な
の
だ
。

　

こ
の
よ
う
に
外
界
で
は
存

在
が
危
ぶ
ま
れ
る
ウ
ィ
ル
ス

だ
が
、
し
か
し
細
胞
の
中
で

は
凄
い
増
殖
力
を
備
え
て
い

る
。

　
こ
の
講
座
は
続
き
ま
す
。 

　
参　
考　
書

山
内
一
也
著
「
ウ
イ
ル
ス
究

極
の
寄
生
生
命
体
」 

Ｎ
Ｈ
Ｋ

人
間
講
座
、
２
０
０
５
年
２

〜
３
月

　　
こ
の
山
荘
は
久
留
米
市
柳

窪
に
天
保
15
年
（
１
８
４
４
）

大
庄
屋
の
住
居
と
し
て
建
て

ら
れ
た
も
の
を
、
電
力
王
と

し
て
著
名
な
松
永
安
左
ェ
門

氏
（
本
紙
６
号
）
が
譲
り
受

け
て
移
築
し
た
も
の
。

　

現
在
は
国
指
定
重
要
文
化

財
と
な
り
、
国
立
博
物
館
が

管
理
し
て
い
る
が
、
茅
葺
き

の
屋
根
が
鳥
な
ど
に
よ
っ
て

荒
ら
さ
れ
損
傷
が
目
立
つ
よ

う
に
な
っ
た
た
め
、
今
回
13

年
ぶ
り
に
葺
き
替
え
工
事
が

行
わ
れ
た
。
近
く
完
工
、
保

護
の
た
め
の
網
が
張
ら
れ
る

と
い
う
。

　

毎
週
木
曜
日
が
公
開
日
と

な
っ
て
い
る
が
、
工
事
中
も

引
き
続
き
公
開
さ
れ
て
い
る
。

所　
在　
地

　

所
沢
市
大
字
坂
の
下

４
３
７

※
志
木
駅
か
ら
跡
見
女
子
大

行
き
バ
ス
で
15
分
、
中
野
下

車
徒
歩
５
分

現　
地　
問　
合　
せ

　

☎
０
４
２
９
（
４
４
）

２
０
０
９【
管
理
人　
古
谷
】

特
定
非
営
利
活
動
法
人

Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

　

こ
の
法
人
は
地
域
住
民

と
行
政
に
対
し
て
取
材
活
動

を
行
い
、
報
道
に
よ
っ
て
市

民
の
公
共
参
加
を
推
進
し
、

地
域
内
の
メ
デ
ィ
ア
事
業
を

行
っ
て
、
市
民
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

地
域
情
報
紙
「
市
民
プ
レ
ス
」

は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

が
編
集
・
発
行
し
、
無
料
で

配
付
し
ま
す
。

□　

本
紙
は
暮
ら
し
や
す
い

地
域
を
創
る
た
め
に
、
市
民

の
方
々
の
取
材
を
通
し
て
皆

様
と
共
に
考
え
ま
す
。

□　

ま
た
市
民
が
行
政
と
情

報
を
共
有
す
る
こ
と
を
求
め

ま
す
。

　
　
　
＊　
＊　
＊

◇　

読
者
の
「
オ
ピ
ニ
オ
ン

（
意
見
／
考
え
）」
を
募
集

し
ま
す
。

☎
０
９
０
（
３
０
４
８
）

５
５
０
２

編
集
部　

原
宛
に
ど
う
ぞ

鳥
か
ら
鳥
へ
と
伝
染
す

る
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
が
突
然
発
生
し
た
の

は
昨
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

三
十
万
羽
も
の
ニ
ワ
ト
リ
が

処
分
さ
れ
、
養
鶏
所
に
深
刻

な
被
害
を
与
え
た
こ
と
は
ま

だ
記
憶
に
新
し
い
。

　
と
こ
ろ
が
こ
の
ウ
ィ
ル
ス

が
姿
を
変
え
、
人
に
感
染

す
る
恐
れ
が
濃
く
な
っ
て

き
た
。
世
界
保
険
機
関
（
Ｗ

Ｈ
Ｏ
）
の
最
近
の
調
査
に
よ

れ
ば
、
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
で
広

が
っ
て
い
る
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
Ｈ
５
Ｎ
１
型
は
、
人
に

感
染
し
易
い
変
異
を
起
こ
し

て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
Ｗ

Ｈ
Ｏ
は
徹
底
的
な
監
視
と
調

査
が
必
要
で
あ
る
と
警
告
し

て
い
る
。

エ
マ
ー
ジ
ン
グ
ウ
ィ
ル
ス

　

１
９
９
９
年
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
突
然
発
生
し
た
西

ナ
イ
ル
熱
は
、
市
民
の
生
活

に
大
き
な
混
乱
を
引
き
起
こ

し
た
が
、
こ
の
熱
病
は
、
そ

れ
よ
り
以
前
ア
フ
リ
カ
か
ら

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
か
け
て
発
生

し
た
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
で

あ
っ
た
。

　

２
０
０
０
年
に
は
、
中
国

で
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
（
サ
ー
ス
）
が

発
生
、香
港
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
、

カ
ナ
ダ
、
ド
イ
ツ
な
ど
、
最

終
的
に
は
世
界
二
十
九
ヶ
国

で
患
者
が
発
生
し
た
。
こ
れ

ら
は
、
突
然
出
現
し
て
社
会

を
混
乱
に
陥
れ
る
ウ
ィ
ル
ス

で
、
エ
マ
ー
ジ
ン
グ
ウ
ィ
ル

ス
（em

erging 

は
出
現
す

る
と
い
う
意
味
）
と
呼
ば
れ

る
。

人
類
よ
り
ず
っ
と
古
く
か
ら

地
球
上
に
存
在

　

私
た
ち
人
類
が
地
球
上
に

現
れ
た
の
は
二
十
万
年
と
さ

れ
て
い
る
が
、
ウ
ィ
ル
ス
は

実
に
三
十
億
年
前
か
ら
地
球

上
に
存
在
し
て
き
た
こ
と
が

分
っ
て
い
る
。
人
は
出
現
し

て
以
来
ず
ー
と
ウ
ィ
ル
ス
と

一
緒
に
暮
ら
し
て
き
た
。

細
菌
は
生
き
物
、
し
か
し

ウ
ィ
ル
ス
は
…

　

細
菌
に
よ
る
感
染
に
よ
っ

て
、
人
類
は
長
い
間
苦
し
め

ら
れ
て
き
た
が
、
十
九
世
紀

に
な
っ
て
、
炭
疽
菌
（
た
ん

そ
き
ん
）、
結
核
菌
、
コ
レ

ラ
菌
な
ど
の
多
く
の
細
菌
が

分
離
さ
れ
、
微
生
物
学
は
著

し
く
進
歩
し
た
。
二
十
世
紀

に
入
る
と
、
細
菌
感
染
症
の

多
く
は
抗
生
物
質
に
よ
っ
て

鳥
イ
ン
フ
レ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に

人
も
か
か
る
？

慶
応
志
木
高
校
寮
跡
地

の
開
発
で
誕
生
し
た

『
ふ
れ
あ
い
の
森
』

ウ
イ
ル
ス
に
異
変
？

　
新
座
市
畑
中
公
民
館
を
活

動
拠
点
と
す
る
写
真
ク
ラ
ブ

４
団
体
は
、
昨
年
に
引
き
続

き
「
百
彩
百
景
」
写
真
展
を

開
催
す
る
。

会　
場

に
い
ざ
ほ
っ
と
ぷ
ら
ざ　

ギ
ャ
ラ
リ
ー

東
武
東
上
線
志
木
駅
南
口

会　
期

平
成
17
年
５
月
８
日
（
日
） 

〜
14
日
（
土
）
10
時
〜
20
時

（
初
日
は
13
時
か
ら
。
最
終

日
は
17
時
ま
で
）

主　
催

畑
中
写
真
同
好
会

写　

光　

会

フ
ォ
ト
・
セ
ブ
ン
セ
ブ
ン

Ｐ
ｈ
ｏ
ｔ
ｏ　

２
０
０
０

後　
援

新
座
市
教
育
委
員
会

新
座
市
文
化
協
会

第
２
回

「
百
彩
百
景
」
写
真
展

　

本
紙
11
・
14
号
で
紹
介

し
た
ふ
れ
あ
い
の
森
は
、
公

募
に
よ
っ
て
け
い
お
う
ふ
れ

あ
い
の
森
『
大
原
ぽ
ん
ぽ
こ

公
園
』
と
命
名
さ
れ
、
３
月

６
日
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
が
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
斜
面
林
を
残
す
た
め

活
動
し
て
き
た
「
慶
応
高
校

の
緑
に
想
い
を
寄
せ
る
会
」

の
方
々
は
、
感
無
量
の
面

持
ち
で
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
見

守
っ
た
。

重
要
文
化
財『
黄
林
閣（
柳
瀬
山
荘
）』

屋
根
の
葺
き
替
え
工
事

出
展
作

　
「
60
年
の
祈
り
」
小
島　
昭
二

地
域
情
報

志
木
市
立
郷
土
資
料
館
特
別
展

名
物
株
立
ち
の
銀
杏


